
●「自己を理解し、自己決定・自己調整ができる力」の育成
●「自ら問いを立て、多様な他者と協働しつつ、その問に対する自分なりの答えを導き出し、行動することのできる力」の育成
●「自己の在り方生き方を考え、当事者として社会に主体的に参画する力」の育成
●義務教育において修得すべき資質・能力の確実な育成など、「知・徳・体のバランスのとれた土台」の形成

●地理的状況や各学校・課程・学科の枠にかかわらず、いずれの高校においても多様な学習ニーズに対応し、
  潜在的なニーズに応える柔軟で質の高い学びを実現
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＊ 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）、教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）

を
同
時
に
進
め
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ

て
い
る
【
図
表
20
】。

　　こ
れ
ら
2
つ
を
進
め
る
た
め
の
具
体

的
な
課
題
と
し
て
、「
少
子
化
が
加
速

す
る
地
域
に
お
け
る
高
等
学
校
教
育
の

在
り
方
」「
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

制
の
望
ま
し
い
在
り
方
」「
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
、
探
究
・
文

理
横
断
・
実
践
的
な
学
び
の
推
進
」
の

3
つ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
は
、
教
育
リ
ソ
ー
ス
が
限

ら
れ
る
高
校
だ
け
で
は
難
し
く
、
高
大

連
携
に
よ
る
解
決
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
人
材
育
成

を
、
高
大
が
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。

　各
高
校
の
教
育
内
容
や
3
つ
の
方
針

の
差
別
化
・
多
様
化
が
進
め
ば
、
大
学

も
自
学
の
特
色
に
合
わ
せ
た
連
携
先
を

見
つ
け
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た

め
に
も
、
大
学
は
こ
う
し
た
高
校
教
育

の
動
向
、
特
に
多
様
化
へ
の
対
応
に
か

か
る
高
校
の
特
色
化
に
注
意
を
払
い
、

自
学
の
教
育
の
見
直
し
や
改
革
へ
と
生

か
し
て
い
き
た
い
。

　上
記
に
は
、
塾
で
の
指
導
や
生
徒
の

変
化
に
つ
い
て
、
P
．26
か
ら
は
、
高

校
で
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
、
取
材
結

果
を
ま
と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　高
校
の
こ
れ
か
ら
に
関
す
る
文
科
行

政
を
解
説
す
る
。
近
年
は
、
大
学
と
同

様
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
革
が
実
施
さ

れ
て
い
る
【
図
表
18
】。
2
0
2
1
年

に
は
各
高
等
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
、

お
よ
び
普
通
科
改
革
の
た
め
に
、
高
等

学
校
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
【
図

表
19
】。
大
学
同
様
、
3
つ
の
方
針
の

策
定
・
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
ほ
か
、

普
通
科
相
当
と
し
て
特
色
あ
る
学
科
を

編
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
P
．26

で
紹
介
す
る
京
都
市
立
開
建
高
校
ル
ミ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
科
や
熊
本
市
立
必
由
館

高
校
文
理
総
合
探
究
科
な
ど
は
こ
の
枠

組
み
の
も
と
で
設
置
さ
れ
た
学
科
で
あ

り
、
地
域
社
会
や
大
学
と
連
携
し
た
教

育
を
特
色
と
し
て
い
る
。

　2
0
2
5
年
2
月
に
は
、
中
教
審
か

ら
「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
審
議
ま
と
め
」
が
出
さ

れ
た
。
本
ま
と
め
で
は
、
高
校
進
学
率

の
向
上
に
よ
り
高
校
生
の
入
学
動
機
や

進
路
希
望
、
学
習
経
験
、
学
習
意
欲
、

生
活
環
境
等
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

を
背
景
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
実
情
に
応
じ
て
多
様
な
可
能
性
を
伸

ば
す
「
多
様
性
へ
の
対
応
」、
お
よ
び

全
て
の
生
徒
が
社
会
で
生
き
て
い
く
た

め
の
資
質
・
能
力
を
共
通
し
て
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
、「
共
通
性
の
確
保
」

文
科
省
は
高
校
の

特
色
化
・
魅
力
化
を
推
進

各
校
の
特
色
を
見
据
え
た

高
大
連
携
が
望
ま
れ
る

【図表18】高校に関する近年の主な制度改革 【図表19】高校の特色化、普通科改革へ
～新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正等について

Ⅰ．これからの高等学校の在り方に係る基本的な考え方

Ⅱ．各論点に対する現状・課題認識と具体的方策

小規模校の教育条件の改善に向けて 生徒の多様な学習ニーズに応える柔軟で質の高い学びの実現に向けて 全ての生徒の学びの充実に向けて

【図表20】高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ概要

各高等学校
の特色化・
魅力化

高校教育の実態が地域・学校により非常に多様な状況にあるため、質の確保・
向上に向けて、「多様性への対応」と「共通性の確保」を併せて進める必要

主な手段の凡例 通知等　　予算事業　　調査　　その他取組

多様性への対応

共通性の確保

普通科改革
（普通教育を
主とする学科
の弾力化）

＊文部科学省「高等学校改革の動向」(赤字は文部科学省によるもの） ＊文部科学省「高等学校改革の動向」

＊文部科学省「高等学校教育の在り方ワーキンググループ 審議まとめ概要」（2025年2月）

▶各高等学校に期待される社会的役割等の再定義：各高等学校
に期待される社会的役割等（いわゆるスクール・ミッション）を再定義
▶高等学校における「三つの方針」の策定・公表：
(a)育成を目指す資質・能力に関する方針
(b)教育課程の編成及び実施に関する方針
(c)入学者の受け入れに関する方針
▶高等学校と関係機関等との連携協力体制の整備：教育や運営
で関係機関等との連携協力体制の整備に努める

▶普通教育を主とする学科として、普通科以外の学科を設置可能
▶各学科の特色等に応じた学校設定教科・科目を設け、２単位以
上を全ての生徒に履修させるなどして教育課程を編成する
▶学際領域に関する学科及び地域社会に関する学科については
以下のとおりとする
(a)学際領域に関する学科については大学等との連携協力体制を整備するものとする
(b)地域社会に関する学科については地域の行政機関等との連携
協力体制を整備するものとする
(c)上記２学科は、関係機関等との連絡調整を行う職員の配置その
他の措置を講じるよう努めるものとする

に取り組むこと
が特に重要

教科・科目充実型の遠隔授業、全日制・定時制課程
における通信教育の活用、学校間連携等の推進に
よる学びの機会の充実に関する実証研究の実施
配信センターの体制・環境整備、学校間連携等の促進
スクール・ミッション、スクール・ポリシー等を踏まえた学
校教育活動の実施・改善、学校の特色化・魅力化
都道府県と市町村の連携・協力による学校運営
地域や学校を越えた生徒同士の学びのネットワークの構築
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入
等による学校と地域社会の連携・協働の推進
学校における働き方改革の推進、コーディネーター等
の配置支援

定時制・通信制課程における優良事例の創出等
広域通信制の設置認可等に関する状況の把握等
通信制課程に係る情報公表や制度等に係る情報発信
不登校生徒に対する継続的な実態調査
SC・SSWの配置充実、心理・福祉分野に強みや専門性を有する教師の育成等
公立通信制高校等の機能強化等
高校における特別支援教育の充実に向けた体制整備
外国につながる生徒の受入れに向けた体制整備

普通科改革の促進、コーディネーターの配置支援を通じた探
究・文理横断・実践的な学びの推進
グローバル人材育成に資する拠点校の整備、留学をはじめ
国際交流の促進、理数系教育の更なる充実
産業界等と専門高校の連携・協働の強化、専門高校を拠点とし
た地域人材の育成・地方創生の支援、専門高校の魅力の発信
DXハイスクール事業の更なる推進
学習指導要領の理解や着実な実施、定着
学校における働き方改革の推進、教職員の配置を含む高校の指導体制の充実
教師の資質・能力の向上のためのオンライン研修コンテンツ
の開発支援、探究型の研修の開発・普及
大学入学者選抜を含む高大接続改革の推進
教育費の負担軽減

自宅等からの同時双方向型の遠隔授業や通信教育の活用に
関する実証研究、モデル事例の創出
履修・修得の柔軟な認定の促進
学びの多様化学校や校内教育支援センターの設置促進
不登校経験が不利益に扱われない高校入学者選抜 等

不登校生徒の学習機会の確保

少子化が加速する地域における
高等学校教育の在り方

●少子化の影響により多くの地域で統廃合が進行。
  今後も15歳人口の減少は一層加速。
  小規模校の教育条件の改善が必要。
●生徒が行きたいと思える学校づくり、特色化・魅力化が必要。

●不登校児童生徒数が義務教育段階を中心に増大。
  高校段階では通信制の生徒数が近年急増。
●全日制・定時制・通信制いずれの課程にあっても、柔軟で質の
  高い学びを保障していくことが必要。

●高校生の3割が家や塾で学習を「しない」と回答。
●授業の満足度・理解度は学年が上がるとともに低下。
●多くの高校で文理のコース分けがなされ、特定の教科を
  十分に学習しない傾向。

1 全日制・定時制・通信制の望ましい在り方2 社会に開かれた教育課程、
探究・文理横断・実践的な学びの推進3

単位制高等学校の導入（定時制・通信制）
定時制・通信制高校の修業年限の弾力化（４年以上→３年以上）
単位制高等学校の全日制への拡大　学校間連携、学校外学修（専修学校、技能審査）の単位認定の導入
総合学科（普通教育・専門教育の選択履修を総合的に行う学科）の導入
学校外学修の単位認定対象範囲の拡大（大学、高専、ボランティア等）
中高一貫教育制度の導入（中等教育学校の創設等）
高等学校設置基準の全部改正
学校外学修等の認定可能単位数の拡大（20→36単位）
外国の高等学校における履修単位の認定可能単位数の拡大（30→36単位）

指定都市立高等学校の設置認可の廃止（事前届出制）
全日制・定時制課程の高等学校における遠隔教育の制度化
高等学校専攻科修了者の大学への編入学制度の創設
通信制高校の面接指導等実施施設に関する事項を学則記載事項に追加
「普通教育を主とする学科」の弾力化、高等学校通信教育の質保証

年 概要

中高一貫教育校に係る教育課程の基準の特例を拡充（中学校段階における指導内容の移行、高
等学校段階（普通科）における「学校設定教科・科目」の単位数上限の緩和（20→36単位まで））

全日制・定時制課程における不登校生徒等向けの通信教育や自宅等からの遠隔授業の制度
化、遠隔授業の運用弾力化（一定の要件の下、受信側教室に職員を配置することが可能）

1988
1989
1993
1994
1998
1999
2004
2005
2010

2012

2014
2015
2016
2018
2021

2024

1985年創業の小・中・高校生向け個
別指導塾。東京、神奈川、埼玉、千
葉、愛知、京都、大阪、兵庫、福岡に
て272校。塾生は約3.2万人。

――近年の塾市場の動向は？
　少子化の中でも、塾市場は伸びています。育てる子どもの数が
少ない分、1人当たりの教育費が右肩上がりだからです。「わが子
に合った」指導を求め、個別指導塾を選ぶ保護者様が増えていま
す。また、今まで偏差値上位大学をめざしていたような学力中間層
の生徒様が、偏差値中堅の大学に進学するようになりました。入
試の変化により受験勉強をがんばる必要性が低下しているため、
学習意欲や学力の低下を懸念しています。教育のDX化が進み、
個別最適な学習が推奨されていますが、デジタル教材を使いこな
して、学習効果を出せるのは、自学自習の習慣を持つ学力のある
層です。学習習慣があまりない層は、人が寄り添わないと勉強に
向かえないため、当塾のような個別指導塾にいらっしゃるようです。

――入塾生の昨今の変化は？
　当塾は生徒様、保護者様も参加してカリキュラムを作成するの
が特長です。以前は日々の授業の学習支援が中心でしたが、今は
大学受験のために入塾する生徒様が増えているため、高1のとき
から受験情報を提供し、面談を行います。画一的な情報提供では
なく、学部の特徴なども時間をかけて丁寧に説明し、大学見学のご
案内をすることもあります。入試が、保護者様世代のものとは大き
く様変わりしており、特に都市部の大学は選択肢が多いため、エビ
デンスに基づいた入試情報の提供が求められています。生徒様の
年齢的に親子の対話が難しいご家庭もあるため、両者の間に立
ち、互いの希望や意向をくみ取った指導にも努めています。

――年内入試の拡大による変化は？
　高3から駆け込みで入塾したり、指定校推薦や内部進学対策
用に塾を利用したりする生徒様は増えています。一般選抜で合格

しやすくなったとしても、このトレンドは続くでしょう。通塾生の中に
は上位大学に合格できる生徒様でも、中堅大学に年内入試で合
格すれば入学します。保護者様も無理に上位大学を受けさせない
し、中には上位大学受験を止める保護者様もいます。偏差値とい
う縦軸だけではなく、大学の特色という横軸でも大学選びをするよ
うになってきたからでしょう。この動きは私立中学・高校受験ですで
におきており、「理系女子特化」「アントレプレナーシップ教育」な
ど、自校の教育の特長を募集広報で打ち出しています。その流れ
が、大学に波及しているのです。年内入試では志望理由を書くた
め、生徒様は大学の中身を調べます。大学側も、オープンキャンパ
スなどで教員や学生と話せる機会を設けています。そうした体験を
通じ、自分がそこに通い、やっていけそうだというイメージがつけば、
偏差値にとらわれず志望する生徒様もいます。
　一方で、年内入試といってもさまざまです。東北大学のように高
い学力を持ち、さらにアクティブで主体性のある学生を年内入試で
選抜する大学もあれば、学力不問の年内入試もあります。関西エ
リアの私大はシンプルな学力試験が中心で、大学も高校も受験
生もお互いメリットがあるようです。批判を受けた東洋大学の学力
検査型の学校推薦型選抜は、大学のポジションからすると難しい
かじ取りの中で、合理的な選択でしょう。同大学は数学重視の一
般選抜を長年続けており、学力担保へのポリシーが感じられます。

――大学の塾に対するコミュニケーションについての期待は？
　講師である学生を通じて難関大学の様子はわかる一方で、中
堅大学については知る機会が少ないのが実情です。その意味で
も、塾向けの説明会はキャンパス内での実施を希望します。実際
の学生の姿や施設の様子など、リアルな情報があれば、その大
学を勧めるときの説得力が増すからです。また、入試変更点の説
明と併せて「変更の背景にある大学の考え方」を伝えていただき
たい。年内入試で学力試験を課すのであればその理由を、課さな
いのであれば学力をどのように育成するのかについて知りたいで
す。生徒様にマッチする大学を勧めるためにも、これまで以上に
大学とは連携し、情報交換をしたいと思っています。

東京個別指導学院
関西個別指導学院

塾に聞く！

――大学選びは偏差値軸から多様な特色軸へ。年内入試対策の入塾生も増加中。

少子化による生徒の変化と
塾での指導への影響は？

教務・サービス開発部
進路指導センター開発課 石川 満 氏 西日本事業部長 奥山 亨 氏

＊

特集  「定員」と「教育」
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